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研 究 主 題

生徒一人一人が個性 を生 か し、主体 的に学習 する授業 のユニ夫

研 究 副 主 題

生徒が 自ら考え る学習過程の工夫 一一 選択制授業を通 して 一

1主 題設定の理由

今 日の我 が国 は、科学技 術の進歩 と経 済の発展 に伴 う物質的な豊か さや便利 さの生活の中で、

国際化、情報化、高齢化、価値観 の多様化 な ど、社会 その ものが大 きな変容を とげて いる。

21世 紀 を展望 した教育 の在 り方 を審議 して いる第15期 中央教 育審 議会 の第1次 答申 で は子供

たちに求 め られ る資質 や能 力 は 「生 きる力」 であ り、 それを 「自 ら学 び、 自 ら考え る力 」 と位

置付 けた。 それを見 に付 け るためには 「ゆ とり」 が必 要であ ると し、家庭 ・地域 社会で の教育

の充実 に加え て、学校週5日 制 の完全実施 を提言 してい る。

学校教育へ は、基礎 ・基本 を徹底 し、教 育内容 の 「厳選」 を図 り、個性 を生 かす教育 の充実

の推進 を求 めてい る。 また、教育 内容 の厳選 によ って生 まれ る 「ゆ とり」 を生 か し、「ゆ とり」

を もった授業の中で、子供 の実態に即 し、グループ学習 ・個別学習 などの学習形態の工夫 やティー

ムテ ィーチ ングの導入 による指導方法 の改 善等、個 に応 じた指導 の充実 が期待 されて いる。

中学生時代 は、小学校 と比べ、生徒一人一 人の興味 ・関心、能力 ・適性等 が多様化 し、学習

経験の差や習熟度の違 いが よ り明確 に見 られ る時期で あ り、運動 に対 す る価値 の とらえ方 もか

な りの相違 が見 られ る時期で ある。

そのたあ、生涯体育 ・スポーッの基礎 を培 う中学校保健体育 の学習 においては、一人一 人の

生徒 が運 動 に対す る自己の能力 ・適性を知 り、 自己に適 した運動 を見付 け、運動 に親 しみ、運

動の喜びや楽 しさを味わ い、個性を生かす場 となるよ うに指導す る ことが大切 であ る。

そのため には、「個 に合 わせ、個 を伸 ばす指導」 の工夫が重要であ り、「何 を学 習す るか、 ど

の ように学 習す るか」の判断 や選択 を生徒が行 い、生徒 が自己の興味 。関心、能 力 ・適性等 に

ふ さわ しい運動種 目や学 習内容 を選 びなが ら学習 を進 めてい くことがで きるよ うに指導 す るこ

とが必要 であ る。

このよ うな考えか ら、

O学 習 の主体 は生徒 であ る。

○生徒一人 一人の興 味 ・関心を大切 にす る。

○生徒 の主 体的な判断 力、思 考力な どを育成す る。

等 を大切 な視点 と し、「生徒一人一人 が個性 を生 か し、主 体的に学 習す る授 業 の 工夫 」 を研

究主題 とし、 また、生徒 が 自 ら学 び、 自 ら考 える教育 を行 って い くhで も、課題解決型 の学 習

の一層 の充実 を図 る必 要があ り、副主題 と して 「生徒が 自 ら考え る学習過程 の工夫 一選択制授

業 を通 して 一」 を設定 した。
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II研 究 のね らい と仮説

1研 究のね らい

生徒一人一人 が、 自己の興味 ・関心、能 力 ・適性等 に応 じた学 習内容 を選択 し、 自己の課

題 を解決す るため に、学 習計画 を 自ら立案 し、学 習資料 を活用 した学習 の展開 を行 う工夫を

研究 のね らい と し、『学習過程 の工夫」 「課題 の もち方 と解決の仕方の工夫』 の2点 を主 な研

究内容 と した。

2研 究の仮説

く生徒 の活動 と して〉

(1)生 徒 自 らが課題 の設定や学習 内容 の選択 がで きるようになることは、運動 その もの に興

味 ・関心 を抱 くな どの内発的動機付 け とな り、意 欲的 に学習 に取 り組 む ことにな る。

(2)生 徒一人一 人が 自 ら考え、 自己にあ った学 習過程 を工夫す る ことは、運動 の楽 しさや喜

びが深 ま り、生徒 の主体的 な学習活動 を一層 高め ることになる。

〈教師 の働 きか けと して〉

(3)適 切 な学 習情 報の提供や互 いのよ さを生 かす学 習形態 の工夫 をす るな どの支援 は、生徒

の 自発 的 ・自主的な活動を促 す ことにな る。

皿 研究の方法

1「 器械 運 動 」 「球 技 」 領 域 の2分 科 会 を設 定 し、 研 究 を進 め た。

2生 徒 や教 師 の 実 態 把 握 と して、 生 徒 に は体 育学 習 に対 す る興 味 ・関 心 等 に つ い て、 教 師 に

は選 択 制 授 業 、 男 女 共 習 等 に つ い て、 そ れ ぞ れ の領域 に応 じた意 識調 査 を行 い、集計 ・分 析 ・

考察 を行 った。

3各 分 科 会 で は、 種 目 の選 択 を行 い、 男 女 共 習 、 テ ィー ム テ ィー チ ング の実 践 を通 して 研 究

を進 め た。 対 象学 年 は第2学 年 と した。

(1}「 器 械 運 動 」 で は、 生 徒 の 意 識 調 査 の結 果 及 び学 校 の実 態 か らマ ッ ト運 動 、 跳 び箱 運 動 、

平均 台運 動 を 開 設 し、 学 習 の 「ほ じめ」 の 段 階 で3種 目 の運 動 を体 験 し、 生 徒 が1種 目の

選 択 を で き る よ うに した。 さ らに、 学 習 の 「な か 」 の 段 階 で は、 学 習 の進 め方 の パ タ ー ン

を グル ー プで 選択 し、 そ こに各 自の学 習 内 容 を あ て はめ 、 課 題 解 決 が で き るよ う学 習 計 画

を 工 夫 し、 男 女 共 習 に よ る授 業 を展 開 した。 ま た、 オ リエ ンテ ー シ ョ ンの充 実 、 テ ィー ム

テ ィー チ ング の導 入 、 学 習 資 料 ・視 聴 覚 機 器 の 活 用 等 の 工 夫 を行 った。

(2)「 球 技 」 で は、 意 識 調 査 の 結 果 及 び学 校 の実 態 か らバ ス ケ ッ トボ ー ル 、 バ レー ボ ー ル 、

ソ フ トボ ー ル の3種 目 を開 設 し、 学 習 の 「は じあ」 の 段 階 で3種 目の 運 動 を体 験 し、生 徒

が1種 目の選 択 を で き る よ うに した。 さ ら に、学 習 の 「なか 」 の 段 階 で は 、 各 時 間 と も、

は じめ に個 人 や 集 団 の 課 題 を見 付 け るゲ ー ムを行 い、 学 習 の進 め 方 の パ ター ンを チ ー ムで

選 択 し、 そ こ にチ ー ムの 学 習 内容 を あ て はめ 、課 題 解 決 が で き る よ う学 習 計 画 を 工 夫 し、

男 女 共 習 に よ る授 業 を 展 開 した。 ま た、 オ リエ ンテー シ ョ ンの 充 実 、 テ ィー ム テ ィー チ ン

グの導 入 、 学 習 資料 の 活 用 等 の 工夫 を行 った。
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IV研 究の全体構想図

ii
生 涯 体 育 ・ ス ポ 一 ツ

i

保 健 体 育 科 の 目 標

1

〔研究主題〕

『生徒一人一人が個性を生か し、主体的に学習する授業の工夫』

f

〔研究副主題〕

『生徒が自ら考える学習過程の工夫』 一選択 制授業 を通 して 一

i i

学 習 過 程 の 工 夫 課題の もち方 と解決 の仕方 の工夫

i 1

【

〈生徒の活動として〉
〔研 究 の 仮 説 〕 「

(1)縦 自らが課題の設定や学習内容の選択ができるようになる・とは漣 動そ眺 のに興味.関 心1

を抱 くなどの内発的動機付 け とな り、意欲 的に学 習 に取 り組 む ことにな る。

12)生 徒 一人一人が 自 ら考 え、 自己にあ った学 習過程 を工夫 する ことは、運動 の楽 しさや喜びが深 ま

り、生 徒の主体的 な学習活動 を一層 高め ることになる。

〈教 師の働 きか けと して〉

i(3)適 切な学習資料の提供や互いのよさを生かす学習形態の工夫をするなどの支援は、生徒の自発的 ・

自主的な活動を促すことになる。

〔 研 究 の 方 法 〕

1(1)「 器械運動」 「球技 」領域 の分科会 を設定 し、研 究を進 める。

生徒 や教師 の実態 把握 と して、生徒 には体育学 習に対 す る興味 ・関心等を中心 に、教師 には選択

制授業 ・男女共 習等 を中心 に、それ ぞれ の領域 に応 じた実態 調査を行 い、集計 。分析 ・考察を行 う。

(3)各 分科会 ごとに、現在研 究員が行 って いる授業 を見 直 し、 テ ィー ムテ ィーチ ングによる選択制授 ・

業 ・男女共習 で授業 の実践 を行 う。

学習過程 の工夫 として、 あ らか じめ準備 した学習 の進 め方 のパ ター ンを グループごとに選択 し、

それを もとに各 自(各 グルー プ)が 学 習計画を工夫す る。

オ リエ ンテー ションの充実 、学 習資料 ・学習 カー ドの工夫、 グルー プ編成 、視聴 覚機器 の効果的

な活用等の研究 を進 め る。

に 恵](マ 。,聯 製 台運動.跳び箱運
動)の 開設 と種 目選択。

②学習 の進 め方 のパ ター ンの 工夫。

③灘 灘 舅鎌 あ醗灘鑑甥と1

選 択 制 授 業 の 工夫 。

④ オ リエ ンテ ー シ ョ ンの充 実 、 テ ィ ー ム テ ィー

チ ング の導 入 。

〔球 技〕

①3種 目(バ レーボー一ル ・バス ケ ッ トボーIV・

ソフ トボール)の 開設 と種 目選択。

② 学習の進 め方 のパ ター ンの工夫。

③学 習資料や学習 カー ド等 を活用 した課題 の も

ち方 と解決の仕方及 び男女共習、選択制授 業

の工夫。

④ オ リエ ンテーシ ョンの充実、 テ ィー ムテ ィー

L控 グ璽 入・ 』
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V研 究の内容

1器 械運動

(1)意 識調 査 の結果 と分析 ・考察

① 意識 調査 につ いて

ア 目的 指導計画 を作成す るに当た り、生徒 の球技 に対 す る興味 ・関心 及 び授業 に対

す る意識、 また、教師 の選択制授業、男女共習 に対 す る意識、実態を把握す る。

イ 対 象 研究員所属校 第2学 年男女271名 研究員所 属地 区教員87名

② 意識 調査 の結果(生 徒)

問1日 常の体育学習について 問2好 きな運動 問3行 ってみたい器械運動

〈表示は%〉(種 目)
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夫
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罵
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力
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て
い
る
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に
行

つ
て
い
る

を
も

つ
て
い
る

圏

女

問4自 分で種目を選びたいか 問5種 目を選ぶ理由

女子

国もっとうまくな

りたい種 目
ロ下手なのでうま

くなりたい種 目
ロやったことのな

い種 目

もっとう まくな り

問6男 女一緒に行 うことについて

子

③ 分析(生 徒)

ア 日常 の 体 育 学 習 で は常 に課 題 を も って意 欲 的 に 活 動 して い る生 徒 が50%を 越 え て い

る。 また 、 友 達 と協 力 して、 全 力 を尽 く し活 動 して い る生 徒 は60～70%で あ る。 しか

し、 工 夫 した り、 振 り返 りや確 か め 合 う活 動 を して い る生 徒 は、50%以 下 で あ る。

イ 男 女 共 、 球 技 に強 い 関心 を示 して い る。 しか し、 器 械 運 動 が 「好 き」 「ま あ ま あ好

き」 と答 えて い る生 徒 が50%を 越 え て い る。

ウ 器 械 運 動 の 中 で行 って み た い種 目 は、 男子 はマ ッ ト運 動 、女 子 は跳 び箱 運動 が 多 い。

平 均 台 に は、 男 子17%、 女 子28%が 興 味 ・関心 を 示 して い る。

一5一



工 自分 で 種 目を 選 ん で 学 習 した い生 徒 が70%近 くを 占 め る。 種 目を選 ぶ理 由 と して は、

「も っ と う ま くな りた い」 が 多 い。

オ 男 女 共 習 につ いて は、 「や り方 を 工夫 す れ は 楽 し くで き る」 と考 え て い る生 徒 か 男

子 は40%以 上 、 女 子 は30%以1二 を 占 め る。

④ 意 識 調 査 の結 果(教 師)

問1器 械運動 の種 目選択 を行 ってい 問2日 頃の学習活動 の工 夫 く 表示 は%〉

るか〈表示 は%〉
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せ る場面

生徒露士の教え合

い励まし合う場面

問3テ ィームテ ィーチ ングについて(複 数回答)問4男 女共習 にっいて(複 数 回答)
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⑤ 分 析(教 師)

ア 器 械 運 動 の種 目選 択 を行 って い る教 師 は30%て あ り、 行 う予定 の教 師 は15%で あ る。

イ 教 師 は生 徒 にR標 を もた せ意 欲 的 に盾 動 させ た り、 生 徒 同 士 の教 え 合 い励 ま し合 い

の場 面 を 多 くっ くって い るの は60%で あ る。 しか し、生 徒 に学 習計 画 を考 え させ る場

面 を もた せ て い るの は50%を 下 回 る。

ウ テ ィー ム テ ィー チ ングに つ い て は、 「生 徒 の 能 力 ・適 性 に 応 じた 指 導 か で き る」、

「教 師 の専 門 性 や もち味 を生 か した き め細 か い指 導 が で き る」 と考 え て い る教 師 は70

～8◎%を 越 え る。

工 男女 共 習 に つ い て は 、 「互 い に協 力 し合 う ことか で きる」 と考 え て い る教 師 は50%

で あ る。 一 方 、 「男 女 の違 いが あ るた め、 や りに くい」 と考 え て い る教 師 は60%で あ

る。

⑥ 考 察

ア 教 師 は、 生徒 に課 題 を もた せ て授 業 を行 お う と して い るが 、 生 徒 に学 習計 画 を考 え

させ る意 識 が少 な い。 そ の た め 、崖 徒 は課題 に対 し全 力 を 尽 くそ う と い う意 欲 は あ る
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が、 活 動 を 工 夫 し、 振 り返 り確 か め る意 識 が欠 けて い る。

イ 教 師 は、 テ ィー ム テ ィー チ ン グにつ い て 「個 に応 じた 細 か い指 導 が で き る」 と い う

割 合 が か な り高 く、 肯 定 的 で あ る。

ウ 男 女 共 習 につ いて教 師 は、 「能 力 の 差 が あ る た め学 習 が や り に く い」 と い う考 え が

あ るの に対 し、 生 徒 は男 女 共 習 を望 ん で い る傾 向 が あ る。

② 特 性

① 一 般 的特 性

ア 器 械 運 動 は、 マ ッ ト ・鉄 棒 ・平 均 台 ・跳 び箱 とい った 器 具 を 用 いて 、 回 転 ・支 持 ・

懸 垂 ・バ ラ ンス ・跳 躍 な ど の 「技 」 で構 成 され て い る運 動 で あ る。

イ そ れ ぞ れ の 運 動 種 目の 「技 が 円滑 に で き る」 こ とを ね らい と し、 自 己の 能 力 に適 し

た技 を選 択 し、 自己 の 努 力 や 工 夫 に よ り、 課 題 の達 成 や で きば え の 楽 しさや 喜 び を味

わ う こ との で き る運 動 で あ る。

ウ 技 能 内容 が 豊 富 で 、 系 統 的 で あ る の で、 や さ しい技 か ら難 しい 技 へ と発 展 させ て い

くこ とが で き る運 動 で あ る。

工 技 の組 合 わ せ を 工 夫 す る こと に よ り、 一 人 一 人 の個 性 を 表 現 す る こ とが で き る運 動

で あ る。

オ 用 具 の 準 備 や 課 題達 成 の確 か め方 な ど、 互 い に協 力 して 、 計 画 的 に練 習 や 発 表 が で

き る運 動 で あ る。

力 器 械 ・器 具 の 安 全 を 確 か め た り、 技 を練 習 す る と き に身 に付 けて お くべ き安 全 な行

動 の仕 方 や 態 度 が 養 え る運 動 で あ る。

② 生 徒 か ら見 た 特 性

ア 技 の 「で き る」・「で き な い」 が は っ き り して い る。

イ 緊 張 感 と と もに恐怖 感 が 伴 い、 勇 気 や決 断 力 が必 要 で あ る。

ウ 関 心 の 高 い種 目 に は男 女 差 が あ る。

工 自分 で 課 題 を 選択 し、 用 具 や 練 習 方 法 を工 夫 して 、技 を 部 分 的 に と らえ て 練 習 す る

こ とが で き る。

オ 練 習 に よ り成 功 した と き、 喜 び が大 き く、 新 しい技 に挑 戦 す る意 欲 が 出 て くる。

力 技 の補 助 や 助 言 を通 し、 互 い に助 け合 った り、 教 え 合 った り しな が ら学 習 で き る。
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〈3)学 習 過 程 の 工 夫

① 自 己 の興 味 ・関 心 、 能 力 ・適 性 等 に合 った種 目 を選 択 で き るよ うに す る。

② 種 目 の特 性 や 学 習 の進 め方 を理 解 し、 種 目 へ の興 味 ・関 心 の高 ま り と 自己 に合 った 課

題 を見 付 け られ る よ うに オ リエ ン テー シ ョンを重 視 す る。

③ 各 種 目に お い て 自己 に合 った 課題 の設 定 を行 い、 生徒 自 らが学 習 計 画 を立 て られ る よ

う学 習 の進 め方 の パ ター ンを グ ル ー プで選 択 し、 よ り主体 的 な学 習 がで きるよ うにす る。

☆マット・平均台(共 通)

響 驚 夕著 威 を暴、繭 指箏判
Bパ タ ー ン

Cパ タ ー ン

L Dパ ターン __⊥ 塑 を楽 しんで練習するタイプ

欝 峯旛 驚 響一コ
臨1

☆跳び箱

塵 働 方のパター・ パ タ ・ の 特 色コ
トー鵠二葺一1{;(縦a
膨Cパ タ ー ン 高さの変化を楽 しんで練習するタイプ(横

「 一 ぞ ツ

1ね らい①

lA組 合せ

単土技

1

績合ぜ

B単 一技1

組合せ

賠購

ト]二 三亙 び τ 「 平 均 否「
学習の進め方のパターン

lA向 き

B高 さ(縦)

⊥∴∵)

縦
"
横
低
鈴
高
抵
"
高

い② 学習の進め方のパターン ※高さ ・幅を工夫する

1単 一技練習A高 さ(縦)低1単 一技の練習

喩 組熱 副
,高、、横薩 技を継 ・練習

_.btL.一_

④ 生 徒 一 人 一 人 が 今 で き る技 の で きば え を 高 め 、 新 しい技 に意 欲的 に取 り組 め るよ うに、

VTRや 学 習 ノ ー トな どが 活 用 で き る時 間 や 場 所 を確 保 す る。

⑤ 用 具 の 配 置 な どを 工 夫 し、 生 徒 が 安 全 にか つ 効 果 的 に学 習 で き るよ うに す る。

〈4)課 題 の もち方 と解 決 の 仕 方 の工 夫

① 学 習 の 進 め方 のパ ター ンや学 習 内容 な どが記 載 さ れ た学 習 ノー トを 活 用 す る こ とに よ

り、 生 徒 一 人 一 人 が 主 体 的 に学 習 計 画 を立 て られ る よ うに す る。

② 学 習 ノー トを活 用 し、技 の で きば え等 を 自己/i/・ 相 互 評 価 す る こ とに よ り、 自己 の

課 題 を明 確 に す る。

③ 学 習 の課 頚 が つ か め て いな い生 徒 に 対 して 、 員 体 的 な技 能 の内 容 を提 示 す るな ど適 切

な助 言 等 を与 え る こ とに よ り、 一 人 一 人 が 意 欲 的 に取 り組 め る よ う支 援 す る。

④ テ ィー ム テ ィーチ ング の導 入 に よ り、 生 徒 の能 力 ・適 性 等 に応 じた適 切 な 支 援 が で き

る よ うに す る。

A組 合せ

↓

単一技

↓

組合せ
B単 一技

↓

」塞 籍芸甑
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(5)第2学 年 「器 械 運 動 」 単 元 計 画(10時 間 扱 い)

① 学 習 の ね らい

・器 械 運 動 の今 ま で の学 習経 験 を生 か し、 種 目を 自 ら選 択 す る こ とに よ り、 主 体 的 に学

習 す る能 力 を身 に付 け る。

・今 で き る技 や そ の組 み合 わ せ を楽 しん だ り、 で きそ うな技 に挑 戦 し、 意 欲 的 に取 り組

む 態 度 を 養 う。

・自己 に合 った課 題 を設 定 し、 生 徒 自 らが 学 習 内 容 を工 夫 しな が ら技 の 習 熟 を図 る。

・学 習 環 境 の安 全 に留 意 し、 互 い に協 力 しなが ら学 習 す る態 度 を身 に 付 け る。

② 学 習 の 方 法(男 女 共 習 、 テ ィー ム テ ィー チ ン グを取 り入 れ た種 目選 択)

・生 徒 が 、 マ ッ ト ・跳 び箱 ・平 均 台 の3種 目 よ り1種 目 を選 択 す る。

段 階 時間 学 習 内 容 ・ 活 動 教 師 の 働 き か け
1

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 【TL-T型 】

学 は 1
・各種目の特性の理解 ・学習のねらい

・選択制授業の意義 ・学習の進め方、方法

・種目の特性について理解する。

・学習形態 ・方法について理解で

・学 習 カ ー ド、 資料 の活 用 きたか。(評 価)
・今までの学習経験を生かし、各

習 じ S
3種 目の運動の特性に触れて楽しむ 自の得意な種目、好きな種目を

「マット」「跳び箱」「平均台」 選択させ、意欲的に学習させる。

1 め 3 糧 縮 護 智穿)、皇蟻 つた課題を見付ける・
・学習カー ドや資料を準備 し、自

己理解をさせるとともに、練習
・グループでの話 し合いと役割分担 計画が立てられるように工夫する。

マ ッ ト1跳 び 箱 平 均 台 【T1-T2型 】

Tl:跳 び箱を担当
生徒が、学習の進め方のパターンを選択 し、学習内容を工夫する。 T2:マ ッ ト ・平 均 台 を 担 当
ねらい① 学習の進め方のパターン

A組 単 組 A向 き 縦2横 A組 単 組
A→_→A
口 口

A→ 一_→A
口 口

せ 技 せ B高 さ(縦)低 ご高 せ 技 せ
B単 組 B単 組

A
口 C高 さ(横)低2高 一_→A

口 i

な 4 技 せ 技 せ 1
学 C単 一技のみ C単 一技のみ i

D組 合せのみ D組 合せのみ i

ね らい② 学 習 の 進 め 方 のパ ター ン

単 一一一技練 習 A高 さ(縦)低=高
※高さ ・幅を工夫する

単 ・技の練習
↓

L今 、での学習経験を生か 、、の
びのびと楽 しく主体的に学習を

し

↓
技を組合せた練習 B高 さ(横)低;高 、 技を組合せた練習

行 わ せ る。

S

ねらい①

今できる技のできばえを高め、自己の課題に挑戦 して楽しむ。

・自 セ的に安全点検を行わせ、安
1全 に対する意識を高める。
ヒ

習 ・補助の仕方を学び、助け ・今できる跳び方、高さ
1・今できる技や動きを確 ・各自の課題を達成するために、

合って練習する。 などを確かめる。 か め る。 学習計画を工夫 しているか。
・今できる技の確認。 ・今跳べる技を工夫 し、 ・今できる技や動きを工 (評価)i ・今できる技を工夫 し、発 発展させる。 夫 し、 発 展 さ せ る。 旨i
展 させる。
・得意な技を組み合わせる。

・技や動きを組み合わせ

る。

'籍騰 ㌘駐 た胃黙釧

1

か 9
ね らい②

新 しい技に挑戦 したり、

その技を取 り入れた組み

・… ねらい②

新 しい技に挑戦 し、で …

きばえを高める …

ね らい②

新 しい技や動 きに挑戦1

したり、それらを取 り …[

・グル ー プご とに協 力、助 言 し合 っ1

て学習させる。
1

亘 合わせを楽 しむ。 ・できそうな跳び方や新 入れた組み合わせを楽Ii
・できそうな技や新 しい技 しい跳び方に意欲的に

しむll
・各自の能力に合わせて、新 しい

技に意欲的に挑戦させる。1

i 卜疑慾羅欝丈擬組
挑戦する。
・高さや跳び方を工夫 し

・できそうな技や新 しい

技に意欲的に挑戦する。

…

・グル ー プの ま と ま り、 各 自の 学

1};iみ 合 わ せ を工 夫 す る。 て、技のできばえを高 ・新 しい技や動 きを取り 習活動を自己評価、相互評価さ

臼ii
める。

二
入れて組み合わせを⊥

夫する。
せ、次回の課題をっかませる。
1

i 卜一 一 』ま 一発表会を行い
、それぞれの種目での学習成果を互いに認め合 う。1・ 運動の楽 しさや喜びを味わうこ1

ヨ と 101と が で き た か。

1 1あ 学習のまとめを行 う。(評 価、感想)(評 価)

1単元計画:禽 灘 揖 轡糠 謙 鷺a辮 惣 合。。がら、互.。課題解決。向け。学習が進。、れ、よ,、、す、.

1作 成 ヒの'テ ィー ム テ ィー チ ン グに よ り・ 主 体 的 な学 習 を 支援 す る。・学習過程を工夫し、主体的な学習が円滑に行われるようにする。

留意点 ・学習カー ド、資料、VTR等 を効果的に活用する。

L ⊥二室全点検等を進んで行い、安全に対する意識を高める。 1
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(6)実 証授業 指導案2年 「器械運動」(10時 間扱 いの6時 間 目)

①本時 のね らい

・今 で き る技 や その 組 み 合 わ せ を楽 しん だ り、 で きそ う な技 に挑 戦 し、 意 欲 的 に取 り組

む。(関 心 ・意 欲 ・態 度)

・学習 資料を活用 し学習 内容 を工夫 しなが ら、計 画的 に学習す る。(思 考 ・判断)

・仲間 と補助や助言を しなが ら技 の習熟 を 目指 す。(技 能)

・い ろ い ろ なの 技 の 仕 組 み や安 全 につ い て理 解 す る。(知 識 ・理 解)

②本時の展開

は
じ
め

10

分

な

か

30

分

学 習 内 容 学 習 活 動

マ ツ ト 運 動 跳 び 箱 運 動 平 均 台 運 動
1

9
自
0
0

4

R
り
瓜
U

用具 ・器具の準備、安全点検 ……

集合、整列、挨拶

出欠確認、健康観察

本時の流れの確認

課題の確認

準備運動

・グループごとに協力 し合い、用具の準備をする。 ・自主的に安全点検を行 う。
・グループごとに集合 し整列する。 ・元気に挨拶 し学習への意識を高ある。
・出欠と健康状態を確認する。
・本時の流れを確認 し、学習の見通 しをもっ。
・学習ノートにより、 グループ及び各自の課題を確認する。
・グループごとにリーダーの合図で、種目に合った準備運動を工夫 して行 う。

1め あて① 一 一・ めあて②の学習1

<め あて①>
7.今 できる技の練習
・各グループごとに選択した 「学習の進め方のパターン」に学習内容をあてはめて

、技能レベルに合った技を練習する。
・各 グループで選択 した 「学習の進め方の

パターン」A～Dに 沿って、各 自が今で

きる技を確実にできるようにしたり、工

夫や発展をさせて楽 しむ。

～ 予想される活動の例 ～

【1班 ・Aさ んの場合】

〔パターン選択=A

(組合せ→単一技→組合せ)〕
・組合せ練習

壷「倒立前転.⇒ 「前転」⇒「開脚後転」
・単一技練習(学 習経験のある技)

↓「伸膝後転」
・組合せ練習

「倒立前転」⇒「前転」⇒「伸膝後転」

・各グループで選択した 「学習の進 め方の

パターン」A～Cに 沿って、今できる技
や高さを確かめ、確実にできるよ うに し

たり、工夫や発展をさせて楽 しむ。

～ 予想 される活動の例 ～

【5班 ・Bさ んの場合】

〔パターン選択=B

・各 グル ープで選 択 した 「学習の進め方のパ ター

ンーA～Dに 沿 って、 高 さなどを工 夫 し、 今

で きる技 や動 きを確 かめ、確実 にで きるよ う

に した り、工夫 や発展 を させて楽 しむ。

t

'讐馨鷺禰 欝

・段を上げての練習

「腕立て開脚跳び」(8段)

～ 予想 される活動の例 ～

【9班 ・Cさ んの場合】

〔パターン選拶ミ;A

.船 せの轟 合せ._:一 →組合せ)〕
【「かけ上がり(正d

pi)⇒e前 歩き」

↓ ⇒ 「伸身おり」
・単一技の練習(学 習経験のある技)

↓「かかえ込み跳び」
。組合せの練習

「かけ上がり(正 面)」・⇒「かかえ込み

跳び」⇒ 「前歩き」⇒ 「伸身おり」

<め あて②>
8.で きそうな技への挑戦 ・できる技の習熟

瞬 繍 誌難 撫魏航犠募編藻二鱒麟轡繍 欝 響 濫編熱総 脇 。#R)◎
(3)頑 張 ればできそうな新 しい技に取 り組み、学習内容や方法を工夫 しなが ら、 これを加えた組み合わせ技が円滑 にできるように

して楽 しむ。

(4)補 助 を確実に行いなが ら、互いに練習方法にっいて助言 し合い、グループ全体で協力して練習を進める。

～ 予想 される活動の例 ～

【1班 ・Aさ んの場合】
・ねらい②の課題

「前方倒立回転跳 びに挑戦 し、連続枝と

して組み合わせる」
・学習計画 「単一技→技の組合せ」
・学習内容

(単一技)「 跳び箱の高 さを利用 して倒

立回転下りができるようにする」

(組合せ)「 前方倒立回転跳 び⇒倒立前:転 を
っなげて試技 してみる」

～ 予想 される活動の例 ～

【5班 ・Bさ んの場合】

〔パターン選択=A(縦 置 き)〕
・ねらい②の課題

「大きな台k前 転への挑戦」
・学習計画

「低い段からの練習ゴ
・学習内容

「短い助走から強い踏切で腰を高 く上げ

る練習を してから、徐々に段 を高 くし大

きな技に仕上げてみる」

～ 予想される活動の例 ～

【9班 ・Cさ んの場合】
・ねらい②の課題

「ターン(両 足 孟/2)と 歩行(後 進)

技 への挑戦」
・学習計画 「単 一技→技の組合せ一
・学習内容

(単.一技 ・組合せ)F床
のラインや低い平均台を使い滑 ら

かにできるようになったら高い平均台'

で、かけ上がりか ら入 り試 してみる」

9

01
ま

と

整理運動

本時の反省と次時課題の確認 ………

11.集 合 、 整 列、 本 時 の 成 果 の 発 表 ・

め1 と次 時 の 予定

12.挨 拶10

13.用 具 ・器 具 の 後 片 付 け分

}4.解 散

。グル ー・プ ご とに リー ダ ーの 合 図 で 、 使 った部 位 を 中心 に 行 う。
・グル ー プで 話 し合 いを しなが ら、 自 己 ・相互 評 価 を して 学 習 ノ ー トに記 入 す る。
・次 時 の 課題 の た め の 「学 習 の進 め 方 の パ ター ン」 に っ い て 確 認 す る。『''":編 磯 霧 繋 酸 鵬 蕪畠蝿 麟 秀慈

、て確認す、.
・健康状態について相互に確認 し、次回への意欲を込めて元気よく挨拶する。
・グループで使用した用具 ・器具を中心に、安全に留意し、協力 して行う。
・点検の確認を受けてから、グループごとに解散する。
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※ 評 価 〔(関)一 関心 ・意 欲 ・態 度 、(思)一 思 考 ・判 断 、(技)一 技 能 、(知)一 知 識 ・理 解 〕

教 師 の は た ら き か け ・ 留 意 点 ※ 評 価

形態 TlT2 生 徒(☆ 自己 ・★相互) 教 師

T
L
I
T

1.積 極 的に安全点検を行わせ、安全に対する意識を高める。

2.リ ーダーを中心に自主的に行動させ、全体の統率を図る。

3.自 他の健康に留意させ、健康に対する意識を高める。

4.本 時の流れを説明 し、学習の見通 しをもつ。

1.2.☆ ★ 積 極 的 に 安 全 点 検

し、 協 力 し合 って い る。

3.★ 健 康 に 関 心 を も ち、 正

し く把 握 して い る。

1.2.協 力 し合 い 、 安 全 に 留

意 して い る。(関)

3.健 康 に留 意 して い る。(関)

4.5.各 自 の課 題 が 適 切 で あ

型 5.学 習 ノー トを活用 し、課題を確認するよう指示する。 4.5.☆ 課 題 を も ち 意 欲 的 に る。(思)

6.種 目に応 じた工夫がされているか巡回し、助言する。 学 習 しよ うと して い る。 6.種 目の特性を理解 し、工

※跳び箱を中心に担当し、生徒i※ マット・平均台を中心に担 6.★ 種 目に合 った工夫を し 夫 している。(思)

全体の動きを掌握しながら、 当し、個別 ・グループ別指 て い る。

個別 ・グループ別指導にあたる。i導 に あ た る。 7.☆ ★ 適切 な 「学習の進め 7.技 能 レベルを正 しく把握

7.今 までの学習経験をもとに、できる技を確認する。 方のパター ン」 を選択 して して い る。(思)

(1)技 の選択が各自の技能レベルに合っているかを確認 い る 。 適切な技を選択 している。

す る。 ☆ 自己の能力に合 った楽 し (思)

② 選択 した 「学習の進め方のパター ン」 により、適切 み方を工夫している。 適切な 「学習の進め方の

な練習ができているか、巡回 しなが ら助言する。 パ タ ー ン」 を選 択 し て い る 。

(3)補 助 に加わるなどして積極的な声かけを行 い、 でき (思)

ばえを評価 して各自の意欲を高める。 自己の能力に合 った楽 し

(4)各 グループが機能 し、安全確認が徹底 され、補助や み方を工夫している。(思)

助言等が活発に行われているか、巡回 しなが ら援助す

る 。

(5)VTR機 器や学習資料などを活用 し、技 の工夫や発

展について助言援助する。

T
l
i

T
2
・めあて①の学習が高められたところで、グループまたは種

型 目ごとに集合 し、めあて②の段階へ入ることを促す。

8.め あて②の学習計画を立て、各自の能力に応 じて意欲的 8.☆ 適切な技を課題と して

に練習する。 選択 している。 8.適 切 な技 を課題 として選

(D各 自が、めあて②に向けての課題を設定する。 ☆技の仕組 みを理解 して い 択 している。(思)
② 資料、助言、情報を積極的に活用 し、どのように練習 る。 技の仕組みを理解 してい
するかについて計画が立てられるように助言する。 ☆学習計画が立てられる。 る。(知)

(3}VTR機 器や学習資料を活用 して技の仕組みを理解 し、 ☆学習内容を工夫 している。 学習計画が立て られる。

学習内容の工夫について援助する。 ★補助や助言をし合って楽 (思)
(4)適 切 な技の選択を行い、学習内容や方法に工夫が見 ら しく学習しようと している。 学習内容を工夫 している。
れるかを巡回しながら助言援助する。 ☆意欲的に新 しい技に挑戦 (思)

(51安 全 で適切な補助が確実に行われているかを確認 し、 して い る。 補助や助言を し合 ってい

協力 して練習する大切さを知 らせる。 ☆★学習経験のある技に習 る。(関)

(6}機 能的で安全な場の設定にっいて配慮する。 熟が見られる。 意欲的に新 しい技に挑戦
(7}補 助 をしながら積極的な声かけを行い、よい点、努力 ☆★新 しい技が円滑 にで き している。(関)

点 を評価 し、各自の意欲を高ある。 る。 技の習熟が見られる。(技)

(8)特 に不得意な生徒に対しては、グループで協力 し補助 新 しい技が円滑 にできる。

しながら練習するよう助言する。 (技)

(9)課 題 を解決するために時間がかかりそうな生徒に対 し
てはグループの協力とともに、個別に指導する。

9.リ ー ダ ー を 中心 に 、使 った 部 位 の 運 動 を 工 夫 す る。 9.★ 種 目に合 った工夫 を し 9.種 目に合 った工夫を して

ia.・ 学 習 ノー トを活用 し、本時 の反 省 と評 価にっ いて記 入 す る。 て い る。 い る。(思)

T
・各 自の課題により、次時へのめあて①における 「学習 10.☆ ★課題が達成 され、次 10.課 題 が達成 され、次時の

L の進め方のパターン」を選択 し、決定する。 時の課題がもてた。 課題がもてた。(思)
i 11.・ 成 果 に っ い て は 、 全 員 で 賞 賛 を 贈 る。 11.12.☆ 運 動 の 楽 しみ 方 が 深 11.12.運 動 の楽 しみ方 が深 ま っ
丁

型

・次時の学習の進め方について知 らせる。
12.健 康状態を確認し、本時の成果と次時の意欲を込め挨拶する。

ま った。

13.・ ☆ ★ 互 い に 協 力 し合 っ て

た。(知)

13.互 い に 協 力 し合 っ て い る。

13.安 全 に留意 し、協力 ・奉仕の大切さを知 らせる。 い る。 (関)
14.随 時点検を行い、集団行動の確認をする。 14.☆ 自主 的 に 行 動 した。 14.自 主 的 に 行 動 した 。(関)
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(7)資 料

① 学 習 ノ ー ト

I

l
i

学 習 内 容

9

月 日 時間目 氏名
___判

1め あて①
1今 日のパ ター ン

1()
卜

1課 題
1

暗 動の内容
キ サ コ

1、 めあて②

1課 題
　

i活 動 の 内容

」 〈(〈(_

蝋 え冒

パ ター ン A

B

C

D

組合せ技の練習→単一技の練習→組合せ技の練習

単一技の練習→組合せ技の練習

単一技のみの練習

組合せ技 のみの練習

パ ターン 単一技の練習→組合せ技の練習

l

i

よくできる…◎ まあできる…○ 鰐一r

技 π『一董「 葱 一一「Zzきζぼ夏 項目 技.動 き できばえ 項目 技=-i訪 き

i歩 、.横 歩 淵

i走

瞬L_llわ

磨 歩π 一d鷹波12.体 波 動(左 右)

i・賑壷 二斗二笹

できばえ

醤_禦匝 郵=!
お り1脚下124.開!

25.伸

r-一一 一 一
皇==

バ

ラ陀_二訓
け6.タ ン 連 続i

か か え こみ お り

謄 鞘 一
1

ン1
.。,。 グ,一 。ilス

匝 τ 蕩 霧 卿 †-f

静 面 前 り

28.一一CIUね り鋤 コ

一1

細
___L

1瞬灘 評ギ蜘
丁 技 の で きば え よくできる…◎ まあで きる…oも う少 し…△(「

「二 技 できはえ 技 できはえ 技

転後

転前
一
脚
畷
瀾
丁

7

8

i

コ
」孟

瑚廠
!3・ 偵L

　

陣
113,側 方 倒 立 回 転i

転隈 申
114.一百『方 倒 立C1--bマ 蜘

14.前 転1

匡τ=玉[ ゴ
巫

転

前

前

び

立

跳

倒

q

L

11

1

L6.開 」塑_亘1_1趾__⊥12.後

きおねは首毘

劃
卜

転

坦
後膝

おねは頭16

騰
ー

r

1

」
一[墜　田」

立倒転
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》

技 の で き ば え よ くで きる…◎ まあで きる…○ もう少 し…△

M

技 向 き・高 さ できばえ 技 向 き・高 さ できばえ 技 向 き・高 さ できばえ

1.腕 立 て 開

脚 跳 び

横 段 4.頭 は ね と

び

横 段 7.側 方倒 立

回転跳 び

横 段

縦 段 縦 段 縦 段

2.か か え こ

み 跳 び

横 段
5.屈 伸 跳 び

横 段

縦 段 縦 段

横 段 6.前 方 倒 立

回転 跳 び

横 段

ABC
今

日

の

自

分

3.台 上 前 転
縦 段

今できる技で楽 しんだ(関)

縦 段

できそうな技 に挑戦 し、意欲的に取 り組んだ(関) ABC

練習内容を工夫 し、計画的に取 り組んだ(思) ABC

仲間と補助や助言をし合いながら技が上達できた(技) ABC

技の仕組みや安全にっいて理解できた(知) ABC

次 の 時 間 の 目標(学 習の進め方のパター ンの選択 ・学習内容 ・挑戦 したい技 など)

② 場の工夫(体 育館 での器械 ・器具の配置例)
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(8)本 時 の結 果 と考 察

① 結 果

ア 選 択 制 授 業 の導 入

・生 徒 一 人 一 人 が 自 己 の興 味 ・関 心 、 能 力 ・適 性 等 に 応 じて 主 体 的 に種 目を 選 ぶ こ と

に よ り、 自発 的 ・自主 的 な運 動 へ の取 り組 み の 意 欲 を引 き出 す こ とが で き た。

イ オ リエ ンテ ー シ ョン

・オ リエ ンテ ー シ ョ・ンを工 夫 し、3種 目の運 動 の 特 性 に触 れ た こ と は、 生 徒 自 らが種

目 を選 択 す る上 で た い へ ん有 効 で あ った。

ウ グル ー プ編 成 一

・男 女 共 習 の グル ー プ別 に よ る学 習 形 態 は、 グ ル ー プ内 で の役 割 を分 担 し、 機 能 させ

る こ とで、 課 題 の解 決 が 合理 的 に 図 られ た。

・グル ー プ学 習 に よ り、 互 いの よ さを 発 見 し、 豊 か な人 間 関 係 の育 成 に生 か す場 面 を

つ くる こ とが で きた。

工 学 習過 程

・あ らか じめ用 意 した 『学 習 の進 め方 の パ ター ン』 を選 択 す るこ とによ り、 ね らい① ・

② で 、 グル ー プが どの よ う に学 習 計 画 を立 て れ ば よ い の か見 通 しを もっ こ とが で き

た。

・『学 習 の進 め 方 の パ ター ン』 を示 す こ と に よ り、 生 徒 の 「や って み た い 」 と い う気

持 ちが 引 き出 され 、 ま た、 特 にね らい② に お い て は 「どの よ う4`学 習 す るか」 へ の

着 目が 比 較 的 容 易 に な り、 学 習 内容 の工 夫 が見 られ た。

・ね らい① と② を1単 位 時 間 内 に設 け、 毎 時 間 くり返 し、高 あ な が ら 『な か』 の 段 階

を展 開 した こ とに よ り、 生 徒 の学 習 過 程 の工 夫 が深 ま り、個 に応 じた学 習 と楽 しみ

方 が で き た。

オ 学 習 の援 助

・『学 習 の進 め方 』 『資 料 』 『毎 時 の記 録 』 を一 冊 の 『学 習 ノー ト』 と して ま と め た こ

とに よ り、 合 理 的 な学 習 情 報 と して 活 用 しや す くな った。

・種 目 ごと の学 習 ノ ー トを作 成 し配 布 した こ とに よ り、学 習 の ね らい が つ か み や す く

な る な ど、 集 中 した学 習 へ の取 り組 み が で きた。

・技 ので きば え を毎 時 間 記 録 す る こ とに よ り、 次 時 の 課 題 が っ か み や す くな り、 技 の

確 認 や組 み 合 わせ の選 択 に有 効 で あ った。

・VTRを 積 極 的 に活 用 す る こ とで 、 技 術 的 な っ まず きが 理解 しや す くな った。

・VTR教 材 に よ る情 報 は、 学 習 計 画 を立 て る 上で た いへ ん有 効 で あ っ た。

・場 の工 夫 は学 習 が 円滑 に な る ば か りで な く、 運 動 量 を 豊 か に し、 個 々の 課 題 に も応

ず る手 立 て と な った。

カ テ ィー ム テ ィー チ ン グ

・テ ィー ム テ ィー チ ン グの導 入 に よ り、 生 徒 一 人 一 人 へ の 支援 が 深 ま り、 よ り安 全 に

留 意 した指 導 がで きた。魑

・テ ィー ム テ ィー チ ン グに お いて 、 教 師 間 の相 互 の情 報 交換 や役 割 分 担 を した こ と に
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よ り、 生 徒 一 人 一 人 に適 切 な 支援 が で き た。

・テ ィー ム テ ィー チ ン グの 指導 形 態 と して 、 一 単 位 時 間 にTL-T⇒T1-T2⇒T

L-Tと い う指 導 体 制 を と った こ と に よ り、 授 業 の流 れ が 円滑 に な り、 学 習 の 深 ま

りの違 う生 徒 の指 導 に も応 じる こ とが で きた。

・教 師 が生 徒 一 人 一 人 に 声 を か けな が ら技 能 レベ ル を知 らせ、 励 ま す こ とで学 習 意 欲

が 高 ま った。

② 考 察

ア 選 択 種 目の決 定 は、 生 徒 の 希 望 で 決 定 す る ことが 望 ま しい と考 え られ るが、 実 施 に

あ た って は、 そ れ ぞ れ の学 校 にお け る諸 条 件 の検 討 の他 、 保 健 体 育 科 教 師 が 「どの よ

うに学 習 さ せ た い か」 と い う考 え を 明 確 に もっ こ とが重 要 で あ る。

イ 選 択 制 授 業 の活 性 化 を 図 るた め に は、 生 徒 の実 態 を 的確 に把 握 す る こ とが必 要 で あ

り、 実 態 調 査 や ス ポー ッ テ ス トの 結 果 な ど を活 用 して学 習 指 導 に生 か す こ とが 大 切 で

あ る。

ウ 今 回 は 「学 習1」 の 段 階 に3時 間 を 要 したが 、 選 択 制 授 業 で は、 学 習 の ね らい、 進

め方 、 運 動 の特 性 の理 解 、 グ ル ー プ編 成 、 学 習 計 画 な ど、 単 元 独 自の段 階 と して 位 置

され る この 「学 習1」 が 、 学 習 過 程 の工 夫 の上 で た い へ ん重 要 で あ る。

エ1グ ル ー プの人 数 は、 役 割 分 担 と学 習 の効 率 な どか ら、4～6人 位 が 適 当 で あ る。

オ 男 女 共 習 に よ る グル ー プ学 習 の形 態 は、 人 の よ さ を発 見 し、 理 解 す る こ とで 、 自分

の よ さに気 付 くこ とが で き る ほか 、 補 助 や助 言 を し合 い な が ら豊 か な 人 間 関 係 を は ぐ

くむ手 立 て と もな る。

力 学 習 過 程 を 工 夫 す る上 で ね らい を分 か りやす くす るた め、 本 研 究 で は 「学 習 の 進 め

方 の パ ター ン』 を生 徒 に示 し、 選 択 さ せ た が、 グル ー プで選 択 させ たた め 、 個 々 の課

題 と必 ず しも一 致 しな か っ た た め、 今 後 、 工 夫 す る必 要 が あ る。

キ 今 回 は、1単 位 時 間 内 に、 め あて ① とめ あ て② で進 め る単 元 計 画で研 究 を試 み たが、

展 開 の 「な か 』 で 生 徒 が 学 習 計 画 を立 て、 「どん な練 習 を す る の か 」 と い っ た 具 体 的

な 内容 を 引 き出 す ため に は、 学 習 資 料 の充 実 が た い へ ん 重要 で あ る。

ク 学 習過 程 の工 夫 に は教 師 の支 援 が必 要 と され るが 、 自 己の能 力 ・適 性 等 を正 し く理

解 し、 自己 にふ さわ しい課 題 を見 付 け る学 習 活 動 の 場 面 にお いて 、 教 師 の具 体 的 な助

言 が 重 要 で あ る。

ケ 学 習 ノー トは内 容 を 工 夫 し、 分 か りや す く、 手 軽 に記 入 で きる もの とす る と同時 に、

評 価 の項 目 も各 段 階 に よ る変 化 に対 応 で き るよ うに 工 夫 す る必 要 が あ る。

コ テ ィー ム テ ィー チ ング の実 施 に あ た って は、 そ れ ぞ れ の学 校 の 実 態 を考 慮 し、 特 に

今 回 の よ うに3種 目 の中 か ら種 目選 択 を行 う場 合 は、 学 習 の深 ま りや安 全面 にお いて、

で きれ ば 、1種 目 を1名 の教 師 が担 当 で き る よ う に編 成 す る ことが 望 ま しい。
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2球 技

(1)意 識 調 査 の結 果 と分 析 ・考 察

① 意 識 調 査 にっ いて

ア.目 的 指 導 計 画 を作 成 す る に当 た り、 生 徒 の球 技 に対 す る興 味 ・関心 及 び授 業 に対

す る意 識 、 ま た、 教 師 の選 択 制 授 業 、 男 女共 習 に対 す る意 識、実態 を把 握 す る。

イ.対 象 研 究 員 所 属 校 第2学 年 男女263名 研 究 員 所 属 地 区 教 員87名

② 意 識 調 査 の結 果(生 徒)

問1球 技 の授業で、男女一緒 にや って みたい と思 う種 目は どれか(複 数 回答)〈 表示 は%〉
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匿

③ 分 析(生 徒)

ア 男 女 一 緒 に や って み た い と思 う種 目 は、 バ スケ ッ トt一 ル ・バ レー ボ ー ル ・ソ フ ト

ボ ー ル が多 い。 バ ドミ ン トン も多 い が、 男 子 は男 女一 緒 にや りた い と答 え た 生 徒 が 少

な い。

イ 授 業 中、 楽 しい と感 じる と きは 「ゲ ー ムに勝 っ た と き」 「や り た い と思 っ た プ レー

が で きた と き」 で あ り、 楽 し くな い と感 じる と き は 「ゲ ー ムが で きな い と き」 で あ る。

「う ま い人 達 だ けで ゲ ー ムを進 め て い る と き」 「基 礎 練 習 ば か りで ゲ ー ムが で き な い と

き」 で あ る。 また 、 授 業 で 学 習 した い こ と は、 み ん な と協 力 して練 習 す る ことで あ る。

ウ 技 の上 達 の た め に は 「友 達 同 士 教 え 合 う こ と」 「先 生 か らア ドバ イ ス を 受 け るJが

多 い。

工 自分 た ち で学 習 内 容 を考 え授 業 を行 う こ と は 「自分 た ち の欠 点 を 補 え るの で よ い」

が 多 い。

④ 意 識 調 査 の 結 果(教 師)

問1球 技 の学習 で 「選択 制授業」 を実 施 し 問2「 選択制授業」 を実施 した ことによる成果、 あ る

ている、 また は実施 したい種 目は何か。 いは予想 され る ことは何 か(複 数回答)

(複数 回答)〈 表示 は%〉 〈 表示 は%〉
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事前の準備に時間をかけるようになった

生徒が 自ら意志決定で きるようになった

白己 ・相互評価が活発`な った

体育 ・スポーツ好きの生徒が多 くなった

教え合い ・思いや りの心が育ってきた

自主的に運動するようになった

個性が生か され活発になってきた
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⑤ 分 析(教 師)

ア 球 技 の授 業 で 「選 択 制 授 業 」 を 実 施 、 ま た は、 実 施 した い と思 う種 目 は、 ソ フ トテ

ニ ス ・バ ス ケ ッ トボ ー ル ・バ ド ミン トンが 多 い。

イ 選 択 制 授 業 の課 題 に つ いて は、 施 設 ・設 備 が な く、 人 数 の 偏 りが あ り、 十 分 な活 動

が で きず、 また 、評 価 も難 しい と の考 え が多 い。

ウ 男 女 共 習 を や り に くい と考 え て い る教 師 は70%近 くで あ る。 ま た、 実 施 して い な い

教 師 が50%以 上 で あ る。実 施 して い る場 合 は、 個人 的 ス ポー ツの水 泳 ・陸 上 競 技 が 多 い。

⑥ 考 察

ア 生 徒 は、 ゲ ー ム中 に充 実 感 や楽 し さを感 じる こ とが 多 く、 ゲ ー ム に 自分 が何 らか の

形 で 参 加 で き な い と きは、 楽 し くな い と感 じる傾 向 に あ る。

イ 生 徒 は、 技 の上 達 の た め に は、 視聴 覚 や 学 習 資 料 よ り も人 との関係 を重視 して い る。

ウ 生 徒 は、 自分 た ち で学 習 内容 を 考 え 授 業 を行 う こ とは、 技 能 や チ ー ムカ の 向 上 に効

果 が あ る と考 え て い る。

工 男 女共 習 を実 施 して い る領 域 は、 個 人 的 スポ ー ッの割 合 が 高 く、 球 技 な ど の集 団 的

ス ポ ー ッで の実 施 は 、 教 師 は指 導 しず らい と と らえ て い る傾 向 が あ る。

オ 教 師 は、 選 択 制 授 業 を実 施 した こ とに よ り 「主 体 的 に運 動 す る よ う に な っ た」 「体

育 ・ス ポー ッ好 きの 生 徒 が 多 くな って きた」 と考 え、 選 択 制 授 業 の成 果 に対 して の 期

待 感 を も って い る。

(2)特 性

① 一 般 的 特 性

ボ ー ル を 媒 介 と して 、 個 人 対 個 人 、 あ る い は集 団 対集 団 の攻 防 か ら得点 を 競 い合 う と

こ ろ に楽 しさ や喜 び を 味 わ う こ との で き る運 動 で あ る。 また 、 チ ー ム(個 人)の 特 徴 に

応 じた作 戦 を立 て て勝 敗 を 競 う運 動 で あ り、 生 徒 一 人一 人 の 個性 を 生 か し、 互 い に教 え

合 って 主 体 的 に学 習 を進 め る協 力 的 な態 度 が重 視 され る。

ア バ ス ケ ッ トボー ル

パ スや ド リブル を 使 って ボ ー ル を進 め 、 相手 の 防 御 をか わ して シ ュー トす るな どで

攻 防 を展 開 し、 集 団 対 集 団 で 勝 敗 を競 い合 う と こ ろ に楽 しさや 喜 び を味 わ う こ との で

き る運 動 で あ る。

イ バ レー ボ ー ル

ネ ッ トを境 に相 対 した2っ の チー ムが 、 サ ー ビ ス、 パ ス、 トス、 スパ イ ク、 ブ ロ ッ

ク、 レシ ー ブな ど で攻 防 を 展 開 し、 集 団 対 集 団 で勝 敗 を 競 い合 う と こ ろ に楽 しさ や喜

びを 味 わ う こ との で き る運 動 で あ る。

ウ ソ フ トボ ー ル

投 手 の投 げ た ボー ル を 打 者 が バ ッ トで打 って 、 走 者 を進 塁 させ る な どで攻 防 を 展 開

し、 集 団 対 集 団 で勝 敗 を 競 い合 う と ころ に楽 しさや 喜 び を味 わ う こ との で き る運 動 で

あ る。

② 生 徒 か ら見 た特 性

個 人 的技 能 、 集 団 的 技 能 の両 面 が必 要 で あ り、 チ ー ム ワー クを 大 切 に し、 人 数 や コー
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1

トの 大 き さ、 ル ー ル等 を工 夫 した ゲ ー ム を行 う こ とに よ り、 誰 で も楽 しさ や喜 び を 味 わ

え る領 域 で あ る。

(3)学 習過 程 の 工 夫

① 毎 時 間 は じめ に ゲ ー ム を行 う こ とに よ り楽 しさ を味 わ う と と もに 個 人 及 び集 団 の課 題

を設 定 で き る よ う工 夫 した。

② 「学 習 の進 め方 の パ タ ー ン」 の5っ の 中 か ら、 個 人 的 技能 と集 団 的 技 能 を 選 択 し練 習

で き る よ う工 夫 した。

学習の進め方のパ ターン パ タ ー ン の 特 色 キ ャ ッ チ フ レ ー ズ

① パ タ ー ン
よ りチームカ を高 め るため に、個人的技能

を追求す る タイプ
「ス ー パ ー レベ ル ア ップ型 」

② パ タ ー ン
個人 の欠点 を補強 し、 チー ムの レベ ルア ッ

プを追求す る タイプ
『ホ ップ・ステ ップ・ジ ャンプ型』

③ パ タ ー ン 個人的技能を伸ばす ことを追求するタイプ 『ス ー パ ー ス タ ー型 』

④ パ タ ー ン
チームプ レーを中心 に練習 し、 チームの レ

ベ ルア ップを追求す る タイプ
「チ ー ムカ ・ア ップ型」

⑤ パ タ ー ン
ゲ ームの流れ を組 み立 て ることを追 求す る

タイプ
「ゲ ー ム ×3型 」

ゲ ム

5

①

[
▽

②

呂

③

集団的技能

↓

④

個人的技能

尋

⑤

個人的技能 集団的技能 [三]

個人的技能 集団的技能

(4)課 題 の もち方 と解 決 の仕 方 の工 夫

① 毎 時 間 は じめ に行 うゲ ー ムや学 習 ノ ー トに よ り、 個 人 や チ ー ムの 課 題 を確 認 す る こ と

が で き る よ うにす る。

② 学 習 ノ ー トや 学 習 資 料 を も とに して 、 個 人 や チ ー ム の課 題 を解 決 す る た め 、 「学 習 の

進 め 方 の パ ター ン」 を選 択 し、 そ こに学 習 内 容 を あ て はめ、 生 徒 自 らが 解 決 で き る工 夫

を す る。

③ 個 人 や チ ー ムの レベ ル に合 わ せ て ル ール や 学 習 方 法 を工 夫 し、 課 題 を 解 決 して い く。

④ 各 課 題 に対 して 適 切 な教 師 の支 援(指 導 ・助 言 等)が で き るよ う テ ィー ム テ ィー チ ン

グを導 入 す る。
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く5)第2学 年 「球 技 」 単 元 計 画(18時 間 扱 い)

① 学習 のね らい

・今 で き る技 能 を 使 って ゲ ー ム を楽 しみ、 個 人 ・集 団 の 課 題 に応 じた練 習 を 工 夫 す る能

力 を 身 に付 け る。

・学習資料を活用 し課題解決 の方法 を見付 け、ゲームや練習の中で確かめる能力 を高 める。

・個 人 的 技 能 を高 め、 集 団 的 技 能 の練 習 を し、 チ ー ムで 作 戦 を工夫 して ゲー ムを楽 しむ。

・習 得 した技 能 を生 か しな が ら、 高 ま っ た力 で 各 球 技 の対 抗 戦 を行 い、 ゲ ー ム の楽 しさ

を味 わ う。

② 学習方法(男 女共 習、生徒 による種 目選択)

球 技 の 中 か ら生 徒 ア ン ケ ー トに よ り、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル ・バ レ ー ボ ー ル ・ ソ フ トボ ー

ル の3種 目を 開設 し、 そ の中 か ら1種 目 を選 択 して学 習 す る。

段

階

}

学 習1
学 習 慧

1

ね ら い1 ね ら い2 ね ら い3

時聞 ユ234 5678910 11121319 15161718

項

目

種 目選 択のためのケー ム 課題を明確にす るゲーム 新 たな課題 を解 決するた

めの7一 ム

対 抗 戦

オ リエ ンテ ー シ ョン

グル ー プ の 決 定

今 もってい る力 で課題 を

見付 け練習す る。

高 ま った力で課頚をeft

け練 習する。

1
相手に臨 じて作戦を工 夫

して7一 ムを楽 しむ。

i 殺 繕
時}i§ 学 習 肉 容 ・ 学 習 活 動 教師の働 きかけ 1

学1は

習

1

じ

め

1オ リエ ンT一 シ∋ン 種 目選択の ための ゲーム

～ ・種 目決 定 ・グル ープ決定 ・役割分担 ・資料 の使 い方

9・ 学習の見通 し

TL-T1-T2型

.・TLが 生徒 全体を掌握 し懸導

にあたる◎
・学習形態 ・方 法にっいて理解

で きているか。(評 価)

累に貫1;響.ルi
T2:バ レー.r一 ル

T31ソ フ トボ ー ル

を 担 当 し指 導 に あ た る。

i ね らい① 今で きる技能 を使 ってr一 ムを楽 しみ、個人 ・集団の課題に応 した練習を工夫 する。
ヌ

i
…

s ・ゲー ム くルールの王夫)・ 醒 人、集懸 の課題懸 握 ・課題を解決す るための練習

・自己評価 ・相 互評価 ・ノー トの記入

[i三 ニ ム(・ 一 グ戦・]
1'i

な ・～/. '2;(3;i4 .

学 集団的技能 個入的技能 個入的技能 集窟的技能

習

10

鰯人的技能 集廼的技能

。左の④～④勇学翌 の進 め方 のパ ター ン

を選ぶ

・学習資料 により、学習の進 め方のバ ター

ンに学智内容 をあてはめ練 習す る。

「一 鰻 謙 一 一 一 一 ・一 一 ・・1
。ケーム(ル ールの■夫)・ 鰯入、 集摺 の課 鐙把繹 ・課鍾 を解決す るための練習

・自己評価、相互評価 ・ノー トの記入

πム(対 抗戦〉
一

・各チー ムの能力 に応 じたヶ一

ム ・ルールの工 夫が なされて

いるか指導す る。

・今 まで の学習経験 を生 か し、

の びの びと楽 しく主 体的な学

習 を行 ・ているか・(評 価目

・自主的 に安 全点 検を行わせ、

安全 についての意識を高め さ

せる。

H

ド ー 一一 『 内 ゲ

L

・個入 。チー ムの課題を達祓す

るために、学習計画を工央L

てい るかG

,,② ⑤ ④ ⑤ ●欝=膿 欝 纈 ・宅薪 緊 沖誌
集団的技能 個人的技能 個人的技能 集団的技能 ゲ ー ム

…

個人的技能 集団的技能

,ね らいて3:相 手の戦 力に応 じた作戦を工夫 して ケームを楽 しむ。

～1 ・対貌戦(ル ールの工夫)

め18・ 自己評価 ・相互評 価

・チームで まとまり、 各自の学

習活動を 自己評懸 ・懇互響 懸 』

させ学翌 ノー トが利用 で きて

いるか確認 する。

1
・運動 の楽 しさや嘉びを畦わ う

ことが て きたか。

(評 緬)

単元計uf'r

成 上の留意 、

点

・男女共 習で グループ編成を行い、個人差を認 め合 いなが ら個人 ・チームの課題解決 に向 けて学習が進 め られるよ うにす る。
。テ ィー ムテ ィーチ ング導入に より、 主体的 な学習 を支援 する。
・学 留 ノー ト、学 習資料、VTR等 を効果的 に活 爾させ る0

:黙 鞭 灘 講 撫 響騨 裟鷲 畿1寸する謙 高める・ 」
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(6)実 証授業指導案2学 年 「球技』(18時 間扱 いの7時 間)

① 本時 のね らい

・今 で きる技 能 を使 って ゲ ー ムを 楽 しみ、 個 人 ・集 団 の課 題 に応 じた 練 習 を 工 夫 す る。

・学 習 の進 め方 の パ ター ン① ～ ④ を選 択 し、 ル ー ル を工 夫 した楽 しいゲ ー ムが で き る よ

う に す る 。

② 本時の展開 関心 ・意欲 ・態度(関)技 能(技)

思考 ・判 断(思)知 識 ・理解(知)

は

じ

め

7
分

な

か

35
分

ま

と

あ

8
分

学 習 内 容 ・ 学 習 活 動

・用具 ・器具の準備/安 全点検

・集 合 ・整列 ・挨 拶 ・出欠確認

① 各種目活動場 所に集合… グループR先 頭。

②学 習 ノー ト回収… ノー ト係が回収す る。
。準 備運動… ス トレッチ ・ランニ ング ・種 目の特性 を

生か した運動を行 う。
・本時の流れの確認… リーダーを中心 に学習 ノー トを

活用 し、本時 の課題を確認する。

教 師 の 働 き か け ・ ポ イ ン ト

1バ ス ケ ・ トボー ルIIバ レー ボ ー ・レllソ フ トボ ー ル1

i 1 1

i ゲ" 一 ム 1
↓ 畢 b

○今で きる技能を使 って ゲームを楽 しむ。

試合時間:10分

ル ー ル:簡 易 ゲームによ りルールを工夫 す る

Oグ ループでの話合 い:5分
・学習 ノー トを参考 に して、 よ りよいゲームへ展開

す るための話合 いをする。
・個人 ・集団 の課題 に応 じた練 習を工夫 す る。

○下記 の① ～④ の学習 の進 め方 のパ ター ンを選択 して

学習計画 をチームで作成 する。

魎 到(パ ター ン例)

000

(T1～T3各 種 目 グル ー プ を 分 担)

T1:バ ス ケ ッ トボ ー ル(体 育 館)

T2:バ レー ボ ール(体 育 館)

T1:ソ フ トボ ール(校 庭)

1自主的 に用具 の準備 ・点検 を行 わせる 】
I

I学習 ノー トを回収 させる
1

ア ップ/ス トレッチが十分行 われてい

るか巡回 する
I

I本時 の課題 について指導 す る1

各チー ムの能力 に応 じた ゲーム ・ルールが

工夫 されて いるか指導す る

1

C力 が発揮できないチーム瞳 点的に支援1

[
ゲ ームを止めて ア ドバ イスす ること も大切 …

審判法 につ いて も適 切な指導 をす る

(生徒 と一緒 に行 う)

学校施設 により、例え ばバスケ ットバ レー

を校庭で行 ってみて もよい

1

集団的技能 個人的技能 個人的技能 集団的技能

ゲーム中 の良 いプ レーは高 く評価 し、

また他 のゲームを見せ る こと も大切

d b

畷]1集 団的技能1

【予想 される活動 の例 】
バスケ ットボール(A君 ② パ ター ンを選択)

個人的技能 集団的技能

ゲーム終了後、 チームでの話合 いの場 を大

切 にす る(ゲ ームの分析 ・次 へのステ ップ

を促す)巡 回 しア ドバイスする

b

1ラ ンニ ン グ シュ ー ト ・1対11⇒13対3・ ゾ ー ン デ ィ フ ェ ンス1

グ ル ー ピ ン グ

僕 らの チ ー ム は 、 シ ュー トカ に 欠 け る。 も っ と シ ュー トを正 確 に、

そ して チ ー ム で は コ ン ビ ネー シ ∋ンを も っ とふ や して い き た い。

『予想される活動留意点』

各チームで練 習場 所が重な らな

いよ ううま く調整す る(リーダー

に指示)

ミス した人 をけな した り叱 った …

りしない

バ レーボール(B君 ①1¥°ター ンを選択)

集団 的技能 個人的技能

iサー ビスか らの三段 攻撃1⇒1サ ー ビスレシーブ1

グル ー ピ ン グ

b

相 手のチームのサー ブは何 とか拾え るよ うになったが、 なかなか

セ ッターにボールが上が らな い。 もう一度基本 からや り直 しだ。

ボールにっまついた りの って転

倒 したりすることのないようボー

ルの管理 を しっか り行 う

ソフ トボール(Cさ ん③/¥°ターンを選択)

個 人的技 能

1キ ャ ッチ ボ ー ル ・ トスバ ッテ ィ ン グ1

グル ー ピ ン グ

b

…ナ イスプ レー はみんなで認め ら

…れ るよ うにす る

私 たちのチームは女子より男子の方が人数が多い。守備で もバ ッテ ィ

ングでもやはり男子の方が上手。次の試合に備えて、とにかく練習。

グラウン ドはよく整地 し、石 な

どの危険物 は取 り除 く

練習やゲー ムでバ ッ トを振 ると

きは、回 りの人 に注意す る

・各種目 グループ全員集合(体 育館)整 列す る。
・健康 状態の反省 ①種目 ごとに本時の ゲーム ・学習

内容を発表す る。

(よか った点 ・次時の課題)

②各種 目チ ームに別れ、 リーダー

を中心 に学習 ノー トに記入する。

・次 時の課題の設定をす る。

・整列 ・挨拶 ・解散(用 具係 は片付 けをす る)

(TL指 示T1～T3:巡 回)

健康状態を確認する

学習 ノー トを活用 し、本 時の反省
を発表 させ ノー トに記 入させ る

:各チームで本時頑 張 った人を発表i

tさ せる等励 みを もたせる

記入状態 を巡 回 し、助 言す る

評 価

・協力 し合 い準備 しているか

(関)
・自他 の健康 に関心 を持 ち、正 し

く把握 して いるか。(関)

・課題 をもち、意欲 的に話 し合い

学習 に取 り組 もうとしているか。

(思)

。男女仲よ く協力してゲームを行 っ

ているか。(関)

・ルールについて各 グループで話

し合 いがなされているか。(思)

・自他共 によいプ レーについて互

いに認 め合 ってい るか。(関)

。種 目別 の運動 量について も考慮

しているか。(思)
・学 習 ノー トを参考に各 グル ープ

に合 った練 習 メニ ューを選択 し

てい るか。(思)

・男女共習で協力 して話 し合 って

い るか。(関)
・得点 にっなが るようなプ レーが

で きてい るか。(技)

・計画どおりに練習が進んでいる

か。(思)

・マナー ・安全 にっいて考 えて行

動 しているか。(関)

・自他共 に健康状態 を把握 してい

るか。(関)
・本時 の自己 ・チームの課題 が達

成 されたか。(関 ・技)
・次時 への課題選択 がなされてい

るか。(思)

一21一



(7>資 料

① 学 習 カ ー ド

ア 学 習 ノ ー ト

●学習計画 と記録

バ レ ー ボ ー ルiの 例

月 日 組 氏名

▼
ゲ
ー
ム

の

記
録

◆対()グ ループ戦

()対()で 勝 ち ・ 負 け ・ 引 き分 け

◆対 く)グ ル ープ戦

()対()で 勝 ち ・ 負 け ・ 引 き分 け

《チー ムの課題》 《個人の課題》

☆ 本時の学 習の進 め方()パ ター ン

△個人的技能の学習内容

●

●

▲集団的技能の学習内容

●

●

観点 項 目 自表 観点 項 目 自表

関心

意欲

態度

グループ全員 と楽 しく協力 して練

習 やゲームがで きた

技

能

オ ー バ ーハ ン ドパ スや ア ンダ ー ハ

ン ドパ スが正 確 にで き た

ルールを守 り、勝敗に対 して公正

な態度がとれた

サ ー ビスを正確 に相手 コー トに入

れ ることがで きた

思考

判断

課題に対 して練習を工夫 してでき

た

サ ー ビス レシーブをセ ッター に返

す ことがで きた

ゲー ムや練 習で 自分や チームの考

えを工夫 してで きた

味方の打 ちやすい トスを上 げた り、

スパ イクを打 っ ことがで きた

知識

理解

動 きの ポイ ン トが理解 で きた

チームと しての状況 に応 じた攻 防

がで きた

ルールや審判法が理解できた

☆ チームの友達 の中で・一番光 って いた

人を書 こう!

C

A:よ くで きたB:ま あで きたCも う少 し
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イ グ ル ー プ の 記 録 カ ー ド(バ レ ー ボ ー ル)
イ バ レ ポ ル 班 リーダー名

ウ 今 日 のMVP(名 前 ・理 由)

工 学 習 の ま と め

(バ スケ ッ トボール ・バ レーボール ・ソフ トボール共 通)

(1) 邸時嗣、自主的に販り繊めた. n-H-c

(2) グル ープで 協力でar_. A----C:

(3) 豪しく訴動でaた. A-B-C:

(4) 韓冑の計【を考え、それに簾づ9計 肖的にでaた ・ A-D-C

(5) け∬や事敏に気をつけて、安全に活動できた・ A畠B.C

(6) 披脆ガ向上した. A-B-C

⑧ 本 時 の結 果 と考 察

① 結 果

ア 「学 習1」 にお け る ゲ ー ムで 、 自分 に合 った種 目を選 択 で き るよ うに した こ と に よ

り生 徒 が一 層 学 習 に意 欲 的 に取 り組 む よ うに な った。

イ 毎 時 間 の活 動 にお いて ゲ ー ム を は じめ に取 り入 れ、 学 習 の進 め方 の パ タ ー ンを 選 択

で きる よ うに した た め 、 課 題 解 決 の方 法 ・内 容 が明 確 に な った。

ウ 学 習 資 料 や学 習 カー ドの 内 容 を工 夫 し、 自 己評 価 ・相 互 評 価 を取 り入 れ た こ と に よ

り、 個 人 ・集 団(チ ー ム)の 課 題 が 明 確 に な り、 課 題 解 決 へ の意 欲 が 高 ま った。

エ ゲ ー ム を多 く取 り入 れ る こ と に よ りル ー ル の工 夫 が な さ れ、 一 人 一 人 の活 動 が活 発

に な った。 ま た、 種 目に よ る男女 の 違 いや 個 人 の 技 能 の 習 得 状 況 の差 が か な り解 消 で

き る よ うに な った。

オ テ ィー ム テ ィー チ ン グを導 入 した こ と に よ り、複 数 の 教 師 の 目で 生 徒 一 人 一 人 に助

言 ・補助 等 が 行 え適 切 な支 援 が で きた。

② 考 察

ア 選 択 制 授 業 で は、 生 徒 や学 校 の実 態 に即 した種 目の設 定 が 重要 で あ る。

イ 施 設 ・設 備 面 で の不 十 分 な点 は、 事 前 の打 ち合 わ せ で 、場 所 の工 夫 や 合 同 練 習 等 を

取 り入 れ た学 習 計 画 を 立 て て 解 消 す る必 要 が あ る。

ウ 教 師 相 互 の連 絡 や情 報 交 換 を密 に す る こ とに よ り、 安 全 に留 意 しな が ら生 徒 一 人 一

人 に合 った支 援 の仕 方 な どの 一層 の工 夫 が 重 要 で あ る。

工 学 習 資 料 や学 習 カー ドは、 適 時 生 徒 が 活 用 で きる よ うに分 か りや す く、 記 入 しや す

い、 幅 広 い 内容 の もの を工 夫 す る必 要 が あ る。

オ 学 習 過 程 の 中 で 自己評 価 ・相 互 評 価 を的 確 に行 い、 そ の評 価 を生 か した学 習 活 動 が

展 開 で き る よ う配 慮 す る こ とが必 要 で あ る。
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VI研 究 のま とめ と今後 の課題

1研 究 の ま と め

生 涯 体 育 ・ス ポ ー ッの 基 礎 づ く りとな る中 学 校 保 健 体 育 の学 習 に お い て 、 「学 習 の 主 体 は

生 徒 で あ る」 とい う考 え 方 を重 視 し、 生 徒 が 主 体 的 に学 習 を展 開 で き るよ うにす る こ とが重

要 で あ る。

そ の た め に 、生 徒 一 人 一 人 の興 味 ・関 心 、 能 力 ・適 性 等 を大 切 に し、 生 徒 が 運 動 種 目や学

習 内容 を選 択 し、 自 己の 課 題 を明 確 に し、 自 ら課 題 を解 決 す る工 夫 を研 究 の ね らい と し、 今

年 度 の研 究 で は、 『学 習 過 程 の工 夫 』 『課 題 の もち方 と解 決 の仕 方 の工 夫 」 の2点 を の主 な研

究 内容 に っ い て 、研 究 を 進 めて き た。 「器 械 運 動 」 「球 技 」 領 域 の そ れ ぞ れ の分 科 会 で男 女 共

習 に よ り、 『学 習 の進 め方 の パ ター ン』 を生 徒 が選 択 し、 そ こ に、 自 己 の 課 題 に応 じた 学 習

内容 を あ て はめ 、学 習 資 料 を活 用 しなが ら課 題 解 決 を図 る授 業 を通 して、 生 徒 一 人 一 人 が主

体 的 に学 習 で き る よ うな 授 業 を考 案 した。 そ の実 証 授 業 の結 果 、 次 の よ うな研 究 の成 果 が得

られ た。

(1>生 徒 一 人 一 人 が 自 己 に合 った課 題 を 設 定 し、 学 習 す る こ とで、 学 習意 欲 が高 ま った。

(2}学 習 過 程 にお いて 、 『学 習 の進 め方 の パ タ ー ン」 を 例 示 し、 生 徒 が そ れ を 選 択 して 自 ら

学 習 計 画 を 立 て る こと に よ り、 課 題 解 決 に 向 け て見 通 しを も った学 習 活 動 が 展 開 で き た 。

(3)男 女 共 習 に よ る グル ー プ学 習 を通 して、 仲 間 と と もに協 力 し合 い 、教 え 合 い や 、 認 め合

いな どの 態 度 が 育 成 され た。

(4)テ ィー ム テ ィー チ ング に よ り、 生 徒 一 人 一 人 の課 題 解 決 に 向 け て 、援 助 ・助 言 な どの 支

援 の 仕 方 を 工 夫 す る こ とで、 生 徒 が 立 て た学 習 計 画 を 円滑 に実 施 す る こ とが で き た。

(5)オ リエ ンテ ー シ ョ ンを綿 密 に行 う こと は、 そ の後 の学 習 活 動 に生 徒 が 意 欲 的 に見 通 しを

も って 参 加 して い くた め に極 め て有 効 で あ った。

(6}VTRの 活 用 は、 日頃 、 自己 の フ ォー ム や プ レー を見 る機 会 の 少 な い生 徒 に と って は、

課 題 の発 見 と課 題 解 決 の た め に有 効 で あ った。

(7}学 習 資 料 や学 習 カ ー ドを効 果 的 に活 用 す る こ とで 、 主体 的 な学 習 活 動 を 促 す こ とが で き

た。

2今 後 の 課 題

(1}学 習 の進 め方 や学 習 内容 な ど、 課 題 を解 決 す るた あ の学 習情 報 を 豊 富 に準 備 し、 学 習 資

料 ・学 習 カ ー ドを使 用 しや す い よ うに工 夫 改 善 す る必 要 が あ る。

(2)そ れ ぞれ の グル ー プ の リー ダー の役 割 が、 課 題 の設 定 、学 習 計 画 の立 案 等 の学 習 活 動 と

深 いか か わ りが あ り、 リー ダー の育 成 を 工夫 す る必 要 が あ る。

(3)「 器械 運 動 」 にお いて は、 技 の 「で き ばえ 』 を的 確 に把 握 す る こ と、 「球 技」 に おい て は、

ゲ ー ム の分 析 が し っか りで き る こ とな ど、 今 後 、 支援 す る方 法 を 検 討 す る必 要 が あ る。

(4)各 運 動 の特 性 に触 れ る楽 し さを味 わ い、 生 徒 が 自発 的 ・自主 的 に学習 活動 を行 うた め に、

様 々 な観 点 か らの評 価 に つ い て 明 らか に す る必 要 が あ る。

(5)テ ィー ム テ ィー チ ン グの導 入 に お い て は、 教 師 の 役 割 分 担 や 生 徒 へ の 支 援 等 に つ い て 、

具 体 的 な指 導 の在 り方 を 明 らか に す る必 要 が あ る。
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